
第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
四
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
と
第
二
号
に
掲
げ
る

期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
期
間
並
び

に
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内

で
市
町
村
が
定
め
る
期
間
を

合
算
し
て
得
た
期
間

特
例
省
令
第
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

三
十
八
条
第
一
項
（
第
四
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
期
間
並
び
に
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期

間

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期

間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期

間
の
特
例
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働

省
令
第
六
十
六
号
。以
下「
特

例
省
令
」
と
い
う
。）第
一
条

第
一
項
の
表
第
三
十
八
条
第

一
項
（
第
四
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
項
下
欄
に
規
定
す

る
期
間
と
十
二
月
間
ま
で
の

範
囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る

期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間

特
例
省
令
第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同

令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
三
十
八

条
第
一
項
（
第
四
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護

認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間

の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚

生
労
働
省
令
第
六
十
六
号
。
以
下
「
特
例
省

令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
の
表
第
三
十

八
条
第
一
項
（
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
項
下
欄
に
規

定
す
る
期
間
と
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期

間

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期

間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期

間
の
特
例
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働

省
令
第
六
十
六
号
。以
下「
特

例
省
令
」
と
い
う
。）第
二
条

第
一
項
の
表
東
日
本
大
震
災

に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護

認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援

認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

厚
生
労
働
省
令
第
六
十
六

号
。
以
下
「
特
例
省
令
」
と

い
う
。）第
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
四

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
項

下
欄
に
規
定
す
る
期
間
と
十

二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で
市

町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算

し
て
得
た
期
間

第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
四
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）

同
項
第
二
号
の
期
間

同
項
第
二
号
の
期
間
と
十
二

月
間
ま
で
の
範
囲
内
で
市
町

村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し

て
得
た
期
間

特
例
省
令
第
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

三
十
八
条
第
二
項
（
第
四
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

同
項
第
二
号
の
期
間
と
十
二
月
間
ま
で
の
範

囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て

得
た
期
間

特
例
省
令
第
一
条
第
一
項
の

表
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第

四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

項
下
欄
に
規
定
す
る
期
間
と

十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合

算
し
て
得
た
期
間

平成™›年 月™Ÿ日 金曜日 (号外第™˜˜号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
以
前
に
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚

生
労
働
省
令
第
百
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
予
防
接
種
実
施
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
三
価
混
合
の
経
口
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
経
口
投
与
を
一
回
受
け
た
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
予
防
接
種
実
施
規
則
（
以
下
「
新

規
則
」
と
い
う
。）第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
皮
下

へ
の
注
射
を
一
回
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２

新
規
則
第
十
条
第
一
項
（
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
添
付
文
書
（
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
医
薬
品
に
添
付

す
る
文
書
を
い
う
。）に
当
該
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
第
四
回
目
の
接
種
に
係
る
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る

事
項
が
記
載
さ
れ
る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日
本
大
震
災

に
対
処
す
る
た
め
の
基
準
該
当
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
基
準
該
当
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
基
準
該
当
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
満
了
す
る
有
効
期
間
に
係
る
特
例
）

第
三
条

東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
及
び
上
閉
伊
郡

大
Ê
町
、
宮
城
県
東
松
島
市
及
び
本
吉
郡
南
三
陸
町
並
び
に
福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
広
野
町
、
同
郡
‰
葉
町
、

同
郡
富
岡
町
、
同
郡
川
内
村
、
同
郡
大
熊
町
、
同
郡
双
葉
町
、
同
郡
浪
江
町
、
同
郡
G
尾
村
及
び
相
馬
郡
飯
舘
村
の

区
域
に
限
る
。）内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
に
係
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
に
係
る

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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